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本書は第羽田ノーベノレシンポジウムとして， 1978年8月 6日から11自の間， ス
トックホルムで関かれシンポジウムの記録である。 コレラおよび関連下痢症〈病
原性大腸菌による下痢症)辻開発途上国を中心として，世界的視野から克ると重
要な問題で，この観点から WHOがこのシンポジウムに協賛して開かれた。 
1950年代前半までのコレラの研究は Pol1itzer(1959)の大著によりその概要を
知ることができるが， 1960年以降の進歩は著しく， その状況を知るうえに適当な
まとまった本がこれまでなかった。この意味からも本書は， コレラおよび類似の
エンテロトキシンによる下病症に関する研究の現況を把握するのに貴重である。 
Ouchteronyの巻頭言からもうかがえるように， かなり時間をかけ計菌された
ようで， このシンポジウムに参加した約30名の研究者の多く辻 1960年代から一貫
して研究を続けている一流の研究者で， いずれの議文も単なる自己のデーターの
羅列では立く， 短いながら総説的に良くまとめて書かれており，文献も多数引用
されてお札専門外の人にも理解しやすい。
構成は下記の 6分野の論文とワークショッブヲミら成っている。 
1) 世界の健康問題として，下痢症の疫学 (4篇) 
2) エンテロトキシンiこよる下痢の病態生理 (2篇) 
3) エンテロトキシンの構造と機能 (4篇〉 
4) 細菌学と遺伝学として，大腸菌の樹然性ヱンテロトキシン，大腸菌ヱンテ
ロトキシンの遺伝子組替えによる薪究，大場菌ヱンテロトキシンの病原性に対す
る表面抗原の重要性， および、， エンテロトキシン産生菌の血清学的関定法の 4篇
が含まれている。 
5) 免疫学 (5篇)として，感染学訪御の立場から，小腸粘摸で、の感染，発病
成立の過重呈と防御因子， コレラの感染訪郵抗体， および 3篇のワクチン(菌体ワ
クチン， トキソイド，両者静用〉の成績 
6) 治諜 (1第)
ワークショップは 1)エンテロトキシン下痢症の流行に罷与する紐蓄と宿主の
国子， 2)コレラとこれに関連のある下痢症の免疫学的予防法の現状と将来， 3) 
エンテロトキシン下病症の改良治療法あるいは予防に慢する薬理学的あるいは非
免疫学的研究の 3つがあり， それぞれ 2-3名の座長が問題点を長く整理して内
容を紹介しており，現状，問題点，今後の課題を遥確に指摘してお札大変参考
になる。(掻JT¥壮〉
〔千葉医学， 57，95，1981) 
